コウベ　コウゲイ　ダイ　ノ　キョウイク　リネン　ト　プロダクト　デザイン　ニ　ツイテ by Tada, Narumi & 多田, 愛実
Osaka University
Title神戸芸工大の教育理念とプロダクトデザインについて
Author(s)多田, 愛実
Citationデザイン理論. 30 P.115-P.116
Issue Date1991-11-15
Text Versionpublisher
URL http://hdl.handle.net/11094/52952
DOI
Rights
神戸芸工大の教育理念とプロダク トデザインについて
多田愛実
価値観や生活意識さらには地球環境問題
など,我々の取り巻く状況が大きく変わり,
デザインの意味や目的を新たに問うことと
なってきた。デザイン教育においても,従
来の視点や枠組みから考えるだけでは不十
分となり,新しいデザイン教育の理念と方
法論が必要であるとの観点から,今回の研
究発表では,新しいデザインとして 「芸術
工学」の教育と研究をめざして誕生 した神
戸芸術工科大学の理念を発表すると共に,
社会情勢の変化によって生み出されたデザ
イナーへの要請を問題点としてあげ,教育
との関係 を考えた。
理念については先輩である九州芸術工科
大学の理念を参考として,独自の理念を生
むための思考錯誤を含めて発表した。
神戸芸工大の教育理念
神戸芸工大の教育理念は 「芸術工学」を
目指すものであり,当大学の 「芸術工学」
についての解釈を述べることで,理解をは
かった。
芸術工学は総合的なデザインを目指すも
のであり,「芸術から工学にいたる諸学問
を融合し,その知識 技術の活用を基盤と
した高次なデザインを追求する学問であ
る」と定義していることから,総合的デザ
インの概念について,3つの観点から説明
を試みた。
1)総合的デザインの対象(デザイン対
象の総合化)
2)総合的デザインの内容(デザインプ
ロセスの総合化)
3)総合的デザインの教育,研究(学問
領域の融合)
これにくわえて,よ り理解を深めるため
に,芸術工科大学の求める人間像を明らか
にした。
新しいデザイン教育の必要性(プロダク
トデザインからの視点)
この間題については,時代の要請を7つ
の視点に分けて発表 した。
1創 造性の要素
社会の成熟化に伴い,デザインにおける
イメージの醸成,発想法,表現法などの高
度化の問題として,「モノゴト」の正しい
あり方や魅力のあり方を感知しシナリオが
描ける能力 と,そのシナリオにもとついた
製品のあり方を構築する能力が必要となる。
さらに今後の生活に必要とされる基礎的技
術の研究テーマを導きだす役割すら担うこ
とになるだろう。 ヅ
2感 性的な要素
デザイン教育の基本ともいうべきもので
あり,造形能力,表現能力など,感性と表
現技術を主体とした教育であるが,生活者
の高感性化に伴い,よ り一層の高感度化と,
より自由になった形態の意味が求められる。
3工 学的な要素
この工学的要素にはヒューマンファク
ターズに属する問題と,デザインワークに
属する問題がある。
前者ではエレクトロニクス導入による製
品のブラック ・ボッ,クス化に伴う,機能と
操作 ・操作と表示など,人にやさしいもの
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づくりの問題をあげ,後者では調査,・企画
などの計画段階でのコンピューターの利用
や,デ ザインの表現技術 としてのCG・
CAD・CAMやVTRの映像処理などの習
熟が必修条件となってきた問題をとりあげ
た。
4技 術的な要素
ユーザーの視点から目標 とする形態を設
定 し,その目標に適合するように設計がな
されるデザイン優先の時代へと移行したこ
とで,デザイナーにとって機器の構造,素
材の特性など技術的な理解がより重要な課
題となってきている。
5市 場的な要素
これは製品開発 ・商品企画など,市場調
査から企画 ・デザイン・宣伝にいたる トー
タルマーケティングに属する部分であり,
その習得には体験的履修の方法 として,臨
床的な教育の 「場と機会」の設定がより必
要となるだろう。
6経 営的な要素
C1・VI・PIなどの構築力や,製品戦略,
製品計画,商品化計画など経営的視点での
マネージメント能力の習得が必要となって
きている。
7そ の他の要素
調査の分析や計画の遂行などの情報操作
を行うにあたって,定量化の意味,「モノ
ゴ ト」の関係に重みをつけ,正しい関係を
理解する能力や分析方法とその意味など,
情報の処理に関する基礎的な知識も必要と
なろう。
以上いくつかの要素に分解をし述べたが,
総体的なデザイン教育の問題としては,そ
れらを4年間で如何に効率的に教えるか工
夫のいるところである。また,教育の方針
やカ リキチラムなども公開し,常 に客観醍
な評価 をもって見据えてい く必要があると
思われる。
(ただ・なるみ 神戸芸術工科大学
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